
 

培良タイムス 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.kyotanabe.ed.jp/nc21/bairyo-jh/ 

令和３年３月１日（月） 

第１1号 
京田辺市立培良中学校 

TEL ６２－９３６３  

 

 
恩送り 

                                 校 長 山下 博史 

 3月になりました。３年生はいよいよ卒業を前に、有終の美を飾るときでもあります。 

 1・2年生にとっては1年間の総まとめの時期であり、来る新年度・新学期に向けての準備の時期で

もあります。コロナウイルスのワクチン接種も始まり、日本全体としても見通しが立つ、春の訪れ間

近という雰囲気ですが、まだまだ油断は禁物です。 

 

 さて、今月は美しい日本語の一つとして、「恩送り」という言葉を紹介します。 

「恩返し」という言葉はよく知っていると思いますが、この「恩送り」はあまり 

聞き慣れない言葉です。「恩」というのはめぐみ、いつくしみ、情け等の意味ですが、受けた側があ

りがたく思う行為を指します。「恩返し」はその恩を直接受けた人に返すことで、例えば「鶴の恩返

し」はよく知っているお話で「助けられた鶴が、助けた本人に恩返しをする」お話です。 

 「恩送り」というのは誰かから受けた恩を直接その人に返すのではなく、受けた恩を別の人に送る

ことを言います。 

 有名な作家である井上ひさし氏が中学生の頃、国語辞典を万引きして見つかった。その時きつく怒

られると思ったが、その店主は薪割りを命じ、薪割りが終わった頃、その国語辞典と薪割りの報酬を

井上氏に与えた。後にこの本屋があった市から井上氏に講演依頼があった。氏は全くの無償で 3日間

の講演を行ったそうです。中学生の頃に受けた、返しても返しきれない恩に、報いたのだと思います。 

 この「恩送り」という言葉は、実は江戸時代から日本人の考え方、あるいは行動基準の一つだった

ようです。恩を受けた人がそれを返そうにも、その人はもういない。そこでそれに代わる人に恩を返

す。例えば親方から手ほどきを受けた職人がその恩を親方に返そうにももう親方はいない、そんなと

き職人はその受けた恩を自分の弟子に伝える、というように。 

 君たちは今まで生きてきた年月の間に、様々な人から、様々な恩を受けてきました。 

目に見えるものもあれば、自分では気付かないものもあったと思います。 

恩を感じていても、なかなか直接返すことできないことがあります。 

そんなときには、その人に直接返すのではなく、誰かに「恩送り」してあげれば、 

恩人への感謝になってきます。 

 自分が受けた恩を誰かに伝えていく。家庭でも学校でも、そして社会全体の中 

で、一人一人がこのような行動をとれば、どんなに過ごしやすい、気持ちの良い 

環境になることでしょう。 

 3年生は小中学校 9年間のまとめとして、1・2年生は今までの 

中学校生活を振り返って、自分にできる「恩送り」は何だろうか。 

そんな思いで最後のこの 1ヶ月を送ることを期待しています。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆英単語コンクール結果発表☆ 

全校最優秀賞 ２年３組 

全校優秀賞  ３年２組 

３年最優秀賞 ３年２組 

２年最優秀賞 ２年３組 

１年最優秀賞 １年１組 

🌼全校満点者🌼 95名 

 

 

 

◇◆最終下校時刻17時30分◆◇ 
 

 

８日（月）公立高校中期選抜 

     １年ＣＲＴテスト   

２年プレ実力テスト 

９日（火）３年生特別時間割 

（午前中授業～3月11日） 

 11日（木）卒業式予行・準備 

 

 

   

 

 

12日（金）第39回卒業証書授与式 

16日（火）２年生校外学習 

17日（水）公立高校中期選抜合格発表 

18日（木）１・２年生 高校出前授業 

22日（月）短縮午前中授業〔～23日（火）〕 

24日（水）修了式 

 

３
月
の
予
定 

☆綴喜書き初め展受賞者☆ 
３年１組 北 結介  古屋 菜摘  

眞下 結妃 松尾 優大 

３年２組 櫻田 蒼依 藤原 加歩 

３年３組 大辻 心愛 竹下 亜実 松山 奏  

 

２年１組 田中 和花菜 

２年２組 小野 智史 奥村 咲紀子 

雜賀 優作 髙橋 侑七 

２年３組 西田 結香  野村 遥   

藤田  舜華 村上 凛音 

 

１年１組 黒川 楓 後藤 花菜 望月 歩海 

１年２組 熊谷 瑠七 

１年３組 手塚 栞 仲野 青空 長綱 真央 

松尾 樹 水嶋 桃子 

☆綴喜地方中学校読書感想文コンクール☆ 

優秀賞 3年2組 水嶋 葵衣 

B-Water プロジェクト 

１月14日（木）防災訓練を

行いました！ 

生徒会本部の提案でSDGsが掲げる「海の豊かさを守ろう」「陸の豊

かさを守ろう」の取組に参加し、地球環境の改善に貢献する姿勢を

育てる目的で使い捨てカイロの回収を行っています。具体的には

「GO GREEN GROUP」が行っている世界の水をきれいにする取組で

す。世界の水をきれいにする取組とは、カイロに含まれる二価鉄イ

オンを利用し、ヘドロを分解したり、農薬の混ざった水をきれいに

するキューブを作成します。そしてキューブを海や池に散布し、水

質改善に努める取組です。各学年フロアに回収ボックスが設置さ

れ、3月19日（金）まで回収します。 


